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１ 検討委員会における報告・審議事項について 

 
○関係校の子どもの交流事業の様子について、校長先生よりご報告いただきました。 
○検討委員会宛てに提出された学校名再検討に関する署名の趣旨などについて、事務局から報告し、再検 
討はしないこととなりました。 

○検討委員会の意見書については、最終的な字句修正等を確認し、内容を確定しました。 
○検討委員会宛てに提出された上申書への対応について審議し、検討委員による投票を行った結果、上申 
人らが直接意見や説明をする機会は設けないこととなりました。 

○検討委員会宛てに提出された請願書への対応について審議し、回答内容を確定しました。 
○関係校の PTAや学援隊等の皆様にご協力いただき、６月に実施した通学安全点検の結果を踏まえ、戸
塚区長などに提出する、通学安全に関する要望書の内容を確定しました。 

○今回の検討委員会をもって、使用校舎、統合時期、通学区域、学校名などすべての検討が終了し、平
成 24年 10月以降、5年にわたり 12回開催した検討委員会は終了いたしました。 

○跡地利用については、地域などの意見や要望を踏まえて検討していくことを確認しました。 
 
☆意見書は７月６日（水）に、横浜市学校規模適正化
等検討委員会（親会）での審議を経て、委員長より教
育長に答申が提出されました。 

 
 
 
 

 
 
 
☆通学安全に関する要望書は、戸塚区役所や戸塚警察 
署に提出しました。 

 
 
 

 
 

 

 
◆「深谷台小学校・俣野小学校」通学区域と学校規模の適正化検討委員会事務局（学校計画課）◆ 
電話：045-671-3252  FAX：045-651-1417  E メール：ky-totsuka@city.yokohama.jp 

 

発行日：平成 28年８月 12日 

発行：検討委員会事務局 

第 12 回検討委員会 開催 
☆平成 28年６月 29日（水）午後７時から 

 大正小学校 図書室 

「深谷台小学校・俣野小学校」通学区域と 

学校規模の適正化検討委員会ニュース 

７月６日（水）教育委員会事務局 教育長室にて 
（写真左が小松委員長、右が岡田教育長） 

７月 15日（金）戸塚区役所 応接室にて 
（写真右が小松委員長、左が田雑戸塚区長） 
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２ 検討委員会での主な質問・発言 （★委員 →事務局）   ※同じ数字は同じ委員からの発言 

（関係校交流事業について） 

★１ １回目の子どもたちの交流は俣野小学校でスタートしました。３年生が蚕（かいこ）の観察をして、「か

いこの歌」を考えて披露し、３校の子どもたちで一緒に歌うなど、盛り上がりました。２年生と４年生

は、仲間づくりゲームや鬼ごっこなどをして楽しみ、５年生も大縄集会を行いました。１年生と６年生

の交流や、２回目の交流も今後計画しており、子どもたちの交流活動はすすんでいます。 

★２ PTA の交流についても、深谷台小学校の夏休みの親子教室に俣野小学校が参加することが予定されてい

ます。今後、統合にあたって PTA 規約や組織体制などを考えなければいけないので、準備委員会を立

ち上げる必要があると思っています。 

★３ 準備委員会のメンバーについては、校長先生や PTA 役員に打診しているところです。近いうちに立ち

上げができればと思っています。 

（意見書について） 

→  字句等について、三役に確認いただきました。この意見書をもって、親会にあたる横浜市学校規模適正

化等検討委員会に提出していただきたいと考えています。 

★４ 意見書の中にある、「見守り隊の拡充」は難しいのではないかと思います。 

→  意見書とは別に、通学安全に関する要望書を関係機関に提出して、できる限り対応していただけるよう、

働きかけていきます。 

★５ 見守り隊には、何人くらいの人数が最小限必要だと思うのですか。 

★４ 今は４人で行っていますが、思い浮かぶだけで９か所くらい危ないところがあるため、９人は必要だと

思います。 

★６ 私も学援隊ですが、理想として見守り隊を拡充して欲しいというのは、その通りだと思います。しかし、

現実問題として、100％叶えるのは難しいです。できないことを追い求めても仕方がないので、できる

範囲で何ができるか、ということに焦点を絞っていかなければいけないと思います。 

（「学校名再検討のお願い」の署名について） 

★８ 学校名再検討に関する署名はどう扱われるのですか。私は議論の余地はあると思います。 

★10 会議で決まったことについて議論はしない、と決まっていたはずです。 

★７ すでに決まったことを変えようとしても、意見はまとまらないと思います。 

→  学校名案については、前回の検討委員会までに適正な手続きを踏んで決めております。 

★12 学校名案は、いろいろとご意見はあると思いますが、再検討はしないということでよろしいでしょうか。 

（意見なし） 

（上申書について） 

★７ 上申書について、俣野小学校を代表する委員の方がどうお感じになっているか、伺いたいです。 

★４ 上申人が上申書を提出した理由は、この席に出ていろいろ話を聞いて、納得したいからではないかと思

います。 

★８ 例えば、「深谷台小学校や大正小学校のことをもっと知って、子どもに教えてあげたい」という意味で上

申書を書いている方もいらっしゃるので、検討委員会で、皆さんがどういう思いで議論してきたのかを

話していただければ、何年か後に「あのとき統合してよかった」と言ってもらえるのではないかと思い

ます。 

★６ 前回の委員会で、「代表者は各団体の意見を集約して、この会議で伝えることが役割なので、上申人の方々

の意見をこの会議で聞く必要はない」という結論が出ていると思います。 

★９ 私は意見を聞かなくてもいいと思います。ただ、現実問題として、会議の内容、結果、教育委員会から

の説明について、一部の方に理解してもらえなかったという部分もあると思います。結論は変わらない

という前提であれば、話を聞く場を設けてもいいのではないかと思います。 

★10 多数決をとってはいかがでしょうか。 

★11 統合する前に解決しなければいけない課題も、統合してからの課題もたくさんあります。その中でも、

これまで、請願書や上申書などに多くの時間を割いて、意見を聞いてきたので、もう説明会の場は設け

なくてもよいと思います。 

（投票 「上申人の意見を聞く場を設けるかどうか」 設ける：４票 設けない：16 票） 

（次面につづく） 
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★12 投票の結果、上申人の意見は聞かないことに決まりました。 

（請願書等について） 

★９ 今回で、請願書への回答は全部終わるのですか。 

→  これまで寄せられたものについては、全て回答が完了することになります。 

（通学安全に関する要望書（案）について） 

★７ 大正小学校や深谷小学校についても学校統合に関連はあるので、今回要望書に出ているところに限らず、

なるべくたくさん整備していただきたいです。 

★13 要望書が各関係機関に提出され、回答が出るまでのタイムスケジュールを教えてください。 

→  通常、要望後３か月程度で回答が返ってきます。回答をいただき次第、学校へ情報を共有し、来年度の

通学路等の検討に反映していただきたいと考えています。 

３ 意見書について 

平成 28 年７月６日に開催された横浜市学校規模適正化等検討委員会（親会）に意見書を提出しました。        

親会では、この意見書の審議前に、請願書や上申書の対応について議論しました。当日は、部会の委員長をは

じめ副委員長２名にもご出席いただき、地域における様々な想いや異なる意見等があったことなどもお伝えい

ただきました。親会としては、様々な意見がありましたが、部会でとりまとめられた意見書の内容を尊重し、

教育委員会に答申することとなりました。 

平成28年７月６日 

 

横浜市学校規模適正化等検討委員会 

 

「深谷台小学校・俣野小学校」通学区域と 

学校規模の適正化検討委員会 

委員長 小 松  勇 

 

「深谷台小学校・俣野小学校」通学区域と 

学校規模の適正化に関する意見書 

 

当検討委員会は、横浜市教育委員会が策定した「横浜市立小・中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基

本方針」に基づき、深谷台小学校・俣野小学校の小規模校対策については、平成24年10月から検討を開始しまし

た。平成25年５月から２年間休会となりましたが、平成27年に再開し、議論を重ねてきました。 

この意見書をまとめるにあたっては、多くの方々の様々な想いや異なる意見等を踏まえながら、子どもたちに

とって最善と思われる結論を導き出しました。 

このたび、以下のとおり意見をとりまとめましたので、申し述べます。 

 

１ 小規模校対策の計画案  

(1) 小規模校対策についての考え方  

様々な意見がありましたが、児童の教育環境の維持・向上を図るため、深谷台小学校・俣野小学校の２校を統

合することを確認しました。  

 

(2) 統合の実施方法  

ア 統合後に使用する学校施設は、現在の深谷台小学校が適当と考えます。 

イ 統合の時期は、平成29年４月が適当と考えます。 

 

(3) 統合校の通学区域  

基本的に、現在の深谷台小学校と俣野小学校の通学区域を合わせた通学区域が適当と考えます。 

また、俣野小学校の通学区域のうち、深谷団地自治会、戸塚芙蓉ハイツ自治会及びファミール戸塚自治会に

ついては、大正小学校の通学区域に変更すること、さらに深谷小学校の通学区域のうち、環状４号線の西側の

地域を統合校の通学区域に変更することが適当と考えます。 

なお、児童の心情等にも配慮するため、統合から３年間は指定地区外就学許可制度を弾力的に運用するとと 
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もに、個々の事情をよく確認した上で指定校以外の学校への就学についても十分に配慮していただくようお願 

いします。 

 

２ 統合校の学校名  

統合校の名称は、「横浜深谷台小学校」とすることが適当と考えます。 

 

３ 跡地利用について 

  統合により生じる土地建物の活用に関しては、現在の学校が地域に親しまれ、愛される施設として様々な役

割を担っていることから、地域などの意見・要望を充分に踏まえ、反映していただけるようお願いします。 

  なお、跡地利用については、地域が中心となって、本検討委員会終了後も引き続き検討し、要望を取りまと

め、関係区局に報告することが適当と考えます。 

 

４ 通学安全要望  

通学安全については、多面的な視点で児童の通学安全を確保する必要があると考えます。 

具体的には、今後、地域、保護者、学校関係者が中心となって、 

○ 通学路及び通学区域の危険箇所の点検  

○ 通学路案の検討・設定  

○ 通学路の安全マップの作成 

○ 通学安全パトロールの強化  

○ 見守り隊の拡充  

などに取り組んでいきます。 

なお、小規模校対策による統合という事情も考慮し、必要な改善及び支援については、教育委員会並びに区

役所など、関係機関は最大限の努力をお願いします。  

 

５ 統合校の特色づくりについて 

両校の教育関係者は、地域の期待やニーズを踏まえて、教育内容の充実に取り組むとともに、教育委員会も

必要な支援を行うよう配慮をお願いします。 

統合校の教育方針については、今後両校の校長等を中心に、開校までの間に十分な検討を行い、深谷台小学

校・俣野小学校の地区にふさわしい特色ある学校づくりをお願いします。 

 

６ その他、統合にあたっての要望  

(1) 統合までの期間においては、交流事業や統合校の教育目標の設定等を進めていただき、通学安全への配慮

など、統合校への円滑な移行を促進するようお願いします。  

(2) 統合校の特色づくりに基づいた教育環境の確保のため、必要な施設整備について、最大限の努力をお願い

します。 

(3) 統合校の円滑な運営を図るとともに環境変化に児童が順応できるよう、統合校の教職員の配置について配

慮をお願いします。  

 (4) 今回の統合により誕生する新しい「横浜深谷台小学校」には、これまで２校が築いた歴史や伝統を継承す

るため、できる限り卒業記念品等を含む関係資料等の保存・記録をお願いします。 

 

７ 付帯事項 

  検討委員会の再開後に個人や団体から、統合をとりやめてほしいという請願等を複数いただいております。

統合校の学校運営においては、これまで地域が築いてきた教育的成果と伝統を受け継ぎ、新たな歴史を築いて

いくことを強く希望します。 

 

むすびに  

深谷台小学校・俣野小学校の地区においては、両校の統合を契機に、保護者や地域住民による見守り活動や様々

な学習活動への参画など、学校との連携・協力体制をより一層推進していきたいと考えます。 

小規模校対策による統合という事情も考慮し、必要な改善及び支援については、教育委員会及び関係機関は最

大限の努力をお願いします。また、地域住民との協働を推進し、当地区がより良いまちとなるよう各種事業を推

進されるよう要望します。 
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４ 通学安全に関する要望書について 

  ６月 10 日(金)、６月 17 日(金)の２回にわたり、地域や保護者の皆さんにご協力いただき、俣野小学校か

ら深谷台小学校、大正小学校にかかる３つのルートについて、通学安全上の課題を抽出するため、点検を実施

しました。点検の結果については、下記の表や裏面地図のとおり、24 か所の要望内容を「通学安全に関する

要望書」としてまとめ、戸塚区役所及び戸塚警察署に提出しました。 

○要望場所 一覧表 

番号 要望場所 要望内容（要望理由） 

1 
谷戸川側道の鼻返し橋付近 
（俣野町 150 番地付近） ・「止まれ」の表示を書き直して欲しい。 

2 俣野町 156 番地付近のガードレール ・曲がっていたり、塗装が剥げていたりするので、直して

欲しい。 

3 
俣野観音堂前信号北側の道路 
（俣野町 776 番地付近） 

・時間帯で通行規制して欲しい。 
・グリーンベルトを付けて欲しい。 

4 俣野町 772 番地付近のＴ字路 
・カーブミラーを移設して欲しい。 
・「一時停止」の表示をして欲しい。 
・グリーンベルトをつけて欲しい。 

5 俣野町 1350 番地付近の道路上 ・防犯カメラを設置して欲しい。 
・グリーンベルトを付けて欲しい。 

6 俣野町 1353 番地付近の道路 ・時間帯で通行規制して欲しい。 
・車両への注意喚起をして欲しい。 

7 俣野町 1355 番地付近のＴ字路 ・横断歩道設置または「徐行」の表示をして欲しい。 
・「スクールゾーン」の表示をして欲しい。 

8 俣野町 709 番地付近のＹ字路 

・下の道路との高低差があるため、フェンスを付けて欲し 
い。 

・「スクールゾーン」の表示をして欲しい。 
・街灯の本数を増やして欲しい。 
・街灯を LED にして欲しい。 

9 
俣野町 709 番地付近のＹ字路から俣野

公園への突き当たり 
・横断歩道の位置変更または、ガードパイプを設置して欲

しい。 

10 「ドリームハイツ」信号機の三叉路 
・歩行者用信号時間を延長して欲しい。 
・俣野町 546 番地付近の歩道が切れているので、対応して 

欲しい。 
11 県道 403 号線沿いの歩道 ・ガードレールを付けて欲しい。 
12 福泉寺前の信号機 ・歩行者用信号時間を延長して欲しい。 

13 俣野町 592 番地～600 番地付近の道路 

・「通学路」の標識を設置して欲しい。 
・日中も暗いので、街灯を増やして欲しい。 
・ガードレールをつけて欲しい。 
・防犯カメラを設置して欲しい。 
・道路に出ている木の枝を伐採して欲しい。 
・朝夕の通学時間帯に車を通行止めにして欲しい。 
・落ち葉を清掃して欲しい。 

14 
横浜薬大厚生棟横の道路から俣野公園

への突き当り 

・ガードレールの通行幅を広げ、横断歩道を設置して欲し

い。 
・歩道の通行幅を広げて欲しい。 

15 
俣野公園横の道路と、市ドリームハイ

ツ・県ドリームハイツ間道路のＴ字路 ・横断歩道を設置して欲しい。 

16 市ドリームハイツの出入口 ・「一時停止」の表示をつけて欲しい。 
17 ドリームハイツ第二公園横の道路 ・歩道を整備して欲しい。 

18 
高田工業跡地の住宅開発工事の車両通

行口 ・朝夕の通学時間帯に工事車両の出入りを止めて欲しい。 

19 深谷団地６号棟前の道路 ・横断歩道を設置して欲しい。 
20 聖母の園前老人ホーム前の道路 ・グリーンベルトを付けて欲しい。 
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番号 要望場所 要望内容（要望理由） 

21 大正中学校南西の交差点 ・信号を付けて欲しい。 
22 大正中学校西側道路 ・「速度落とせ」など注意喚起の表示をつけて欲しい。 
23 深谷町 76 番地付近の道路 ・「スクールゾーン」の表示をして欲しい。 
24 深谷町 15 番地付近の道路 ・路面標示、カーブミラーを設置して欲しい。 

   ※番号は下の地図の番号と同じです。 

 

○要望場所 地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お知らせ＞ 

「深谷台小学校・俣野小学校」通学区域と学校規模の適正化検討委員会ニュースのバックナンバーや、意見書、通

学安全に関する要望書などは、下記のアドレスからご覧いただけます。 
◆「深谷台小学校・俣野小学校」通学区域と学校規模の適正化検討委員会◆ http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/gakku/shoukibo/ 

【凡例】 
     A ルート       B ルート       C ルート    番号（一覧表と同じ） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 
７ 

８ ９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 
16 

17 

18 

19 

21 

22 

23 
24 

1

深谷台小学校 

深谷中学校 

大正小学校 

俣野小学校 

大正中学校 


